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この度、ベネッセハウス（香川県・直島町）はミシュランが主催する「第１回ミシュランアーキテクチャ＆
デザインアワード」のノミネートホテルに選出されました。
本アワードは優れた建築 • デザインのホテルを表彰するもので、世界のホテルから選出された5つのうち、
ベネッセハウスが日本で唯一のノミネートとなりました。
ミシュランガイドは2025年10月8日に、パリの装飾美術館（Musée des Arts Décoratifs）にて、5つのホ
テルの中から受賞ホテルを選出、表彰するとともに、今年の世界を代表する魅力的なホテルに贈られる
「2025年ミシュランキー」もあわせて発表する予定です。

「第1回ミシュランアーキテクチャ＆デザインアワード」ノミネートホテル
‐アトランティス • ザ • ロイヤル / Atlantis The Royal（ドバイ）
‐シェバラ • リゾート / Shebara Resort（サウジアラビア）
‐ローズウッド サンパウロ / Rosewood São Paulo（ブラジル）
‐ベネッセハウス / Benesse House（日本）
‐Villa Nai 3.3（クロアチア） （引用：ミシュランガイド公式ウェブサイト）

取材・掲載の際には、下記までご連絡ください。
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ベネッセハウスについて

（引用：日本ミシュランタイヤプレスリリース）

日本ミシュラン公式ウェブサイトでのコメント
1992年、世界的に著名な建築家・安藤忠雄による革新的な設計が、瀬戸内海の直島に美術館と客室を融
合した世界初のミュージアム・ホテルを誕生させました。（中略）65室の客室はいずれも広々としてお
り、控えめな家具と床から天井までの大きな窓からは、瀬戸内海や四国山地、庭園の景色が一望できま
す。

https://news.michelin.co.jp/articles/20250820-best-architecture-design-hotels-michelin-award-2025

「自然・建築・アートの共生」をコンセプトに、美術館とホテルが一体となった施設として1992年に開館
したベネッセハウスは「ミュージアム」「オーバル」「パーク」「ビーチ」の宿泊棟4棟と、
一般の方もご利用いただけるレストランやカフェ、スパ・ショップを併設しています。
建築はすべて安藤忠雄の設計によるもので、経年とともに瀬戸内海国立公園の環境と溶け込むように構
成。長いスロープや階段、通路による移動、切り取られた開口部から注ぎ込む外光など、施設内外の現代
アートを身体全体で感じられる工夫がなされています。

ベネッセアートサイト直島について

ベネッセアートサイト直島は、直島、豊島、犬島の三つの島を舞台に、株式会社ベネッセホールディング
スと公益財団法人 福武財団が展開しているアート活動の総称です。文化的、歴史的に豊かな美しい瀬戸内
海の自然の中に現代アートや建築を置くことによって、どこにもない特別な場所を生み出していくことを
目指しています。アート作品や自然、瀬戸内の風景や地域の人々との触れ合いを通して、訪れてくださる
方々がベネッセホールディングスの企業理念である「ベネッセ＝よく生きる」とは何かについて考える
きっかけとなることを願い、地域とともに成長し社会に貢献するために活動しています。
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